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食を主題とする社会科授業の設計一生活文化教材の科学化をめざして－
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授 業 題　目 授業者 出　 典 食 目標の
分 類














































































































































生活 の知恵 生活の知恵 １
自然 生 活の知恵 ５
イ〈人類学等の知識の組み込まれ方はどうか。〉
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授 業 題 目
地理学 人類学・歴史学（生活の知恵） 科学鞋 竟 累識
蒻齟皿顫纈RW
農法 土壌誤 検証 顋



















Dp （現象的因果関係）→Ｄｅ（本質的因果関係）　 二層構造畏で77E回曁茘 ﾔ ゛ ｦぼg 叉と§jWJ
授 業 題 目























Dｐ（現象的因果関係）→Ｄｅ（ 本質 的因果関係）　 二層構造Ｄ 豐蓊諂 ･De
授 業 題 目

























































20 経済 地域発展 過去1972 年に激増 農政 地域発展

































































































































































































































ｏ　　 ｎ ｎ 一一 ・　　R    S
なぜイギリスは茶を選択したか。
二 日本茶が開国後の世界経済に巻き込まれる過程の分析 ¬
一 口Ｅ］－ ｕ － ｖ－ ｗ－ χ一一Y Z － α － β － ７
なぜ日本茶が衰退するのか。
４） 詳 し く は 拙 文 （前 掲 論 文u)  pp.96-100 に70 事 例
の 授 業 分 析 結 果 の 全 て が一 覧 表 と して 提 示 し て あ る。
こ こで は紙 面 の 都 合 で 一 部 の み提 示 し, pp.7-8 に主 な
授 業 パ タ ー ン とそ の分 析事 例 を 紹 介 す るo
5 ） 岩 田氏 は 岩 井 市 の 農業 や 水 俣 病 の 原 因 の追 求 の 例
で 現 象 的 因 果 関 係 か ら 本質 的 因 果 関 係 の 理 解 へ 認 識 を
深 化 さ せ る 授 業 の重 要 性 に 触 れ て い る。 （ 岩 田 一 彦
『小 学 校 社 会 科 の 授業 設 計 』 東 京 書 籍1991pp.26-28)
こ の よ う な ミ クロ な認 識 構 造 の分 析 研 究 が 従 来 ほと ん
ど な さ れ て い な か っ た。
６） 地 理 の 授 業 に 時 間 軸 を 組 み 込 む だ けで な く， 歴 史
に空 間 軸 を 取 り入 れ て い く こ と も 必 要 で あ る。 こ の点
は 佐 藤 照 雄 氏 「 匚生 活 文 化 を ど のよ うに取 り上 げ る か」
） 『 教 育 科 学 社 会 科 教 育 』 明 治 図 書1980.10,  No. 208 p.
28）や小俣盛男氏（「歴史的分野における多角的・総
合的な思考力の育成」『教育科学社会科教育』明治図書
1984.ll.Nd  263 pp.23-26) らが述べているがミクロ
な授業の認識構造から分析して論を進めているものは
見あたらない。
７）〈モデルａ〉では， 匚主食と人々のくらし」 で，
記述的知識の習得に終わりがちなこの単元を主食の存
在理由に自然条件と結びつけるだけでなく，時間軸を
導入し，「主食と文明（古代国家形成）との関係はあ
るか？」という因果関係の追求の問いを意図的に組み
込むことで，パン，とうもろこしや根菜類等と文明と
の関係を検証していき科学化をめざしている。時間軸
を導入して，認識構造を二層以上にすることで科学的
なものにするｏ そして， この学習を行った結果，生徒
は概念装置を獲得したことになり，主体的な思考を持っ
た生徒が育ってくる。
〈モデルb 〉は琉球料理を沖縄は暑いから保存食が
多いという自然条件と結びつけた後，冊封体制という
歴史的条件と結びつけて沖縄の地域性の解明をめざす
授業を提案したｏ また，「世界の台所・日本の台所」
では炉の火の使い方というミクロな社会事象に着目さ
せ，自然条件だけでなく， イタリアの炉の小さい原因
はローマ帝国時代既にパン屋が独立していたという歴
史的な条件と結びつけたり，西日本にかまどが多い理
由を南からの稲作文化の伝来と結びつけていく検証過
程を組み込んだ授業を設計した。
〈モデルｃ〉は時間軸を導入して， 北海道・薩摩・
沖縄・富山のそれぞれの地域形成を昆布を指標として
動態的に追求を深めていくように設計した。
詳しくは，拙文（前掲論文1）第４章）参照のこと。
８）モデルでは課題学習において，例えば，社会事象
の原因・結果を追求する能力，社会事象間の関連を追
求する能力というように育てたい能力を明示した。
いずれの授業モデルも，生徒の主体的な思考を育て
るように意図的に授業設計を行った。
９）小原友行氏は，第42回社会科教育学会（広島大学）
1993､10.10 において課題学習を，自転車技術の教授 に
例えて，最初自転車の後ろを支えてやる段階の練習と
離してやる段階かおるというようにステップを踏んで
社会科で養うべき能力を育てていく研究が重要である
ことを示唆している。（小原友行 匚中学校社会科『課
題学習』の実践課題」全国社会科教育学会【課題研究
ｎ新しい学力観に立つ中学校社会科の実践課題】筆者
は， この意図的に育てたい能力を組み込んだ授業モデ
ルが前者で，授業終了後，これをきっかけとして育つ
概念装置を基にして子どもが更に自ら学ぶ時点を後者
と考える。）
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